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一般会計 補正予算編成の考え方

大物川緑地の再整備により、阪神大物駅周辺地区の賑わいの創出および地域の活性化を目指すほか、これま
で通りの栄養バランスのとれた給食を実施するため、小中学校等の物価高騰相当分を負担することなど、令
和７年度一般会計補正予算（第３号）を編成する。

補正予算の規模

現在予算額 補正予算額 補正後予算額

248,390,866 526,447 248,917,313

歳入歳出補正予算額

歳入 歳出

款 補正予算額 款 補正予算額

国庫支出金 124,189 総務費 353,418

県支出金 6,250 衛生費 35,000

繰入金 50,486 農林水産業費 △41,934

繰越金 282,171 土木費 98,179

諸収入 2,451 教育費 81,784

市債 60,900

合 計 526,447 合 計 526,447

（単位：千円） （単位：千円）
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主要な補正予算の内容

妊婦健診orこども医療

できれば写真

（イラスト、図）

冬期における火葬需要への対応強化
－ 施策08-03 健康で安全・安心なくらしを確保するための体制の充実 －

年間を通じて火葬需要が最も増加する冬期において、火葬
可能件数を増加することにより、待機日数の短縮を図る

‣弥生ケ丘斎場において、一日の火葬対応件数を増やすため、
人員体制を整備する

○斎場・墓園指定管理者管理運営事業費：10,000千円

令和７年度 12月補正予算

妊婦健診orこども医療

できれば写真

（イラスト、図）

給食費に対する物価高騰対策
－ 施策03-04 良好な教育環境の確保 －

これまで通り栄養バランスのとれた給食を実施するため、
物価高騰を踏まえた給食費の単価改定を行う

‣単価改定による保護者の負担軽減を図るため、物価高騰
相当分を全額公費負担とする

○給食物資調達関係事業費：67,935千円
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主要な補正予算の内容

大物川緑地の再整備
－ 施策13-01 エリアブランディングの推進 －

緑地の再整備により、阪神大物駅周辺地区の
にぎわいの創出および地域の活性化を目指す

‣樹木を整理し「歩きたくなる緑道」を整備する
ことで地区全体の周遊性を高める

‣「駅前のオープンスペース」や「子どもの
遊び場」といったエリアごとの整備も進める

○公園整備事業費：124,371千円

○小田南公園関係事業費：82,208千円

妊婦健診orこども医療

できれば写真

（イラスト、図）

記念公園陸上競技場の改修
－ 施策13-03 良好な都市環境の整備 －

本市のスポーツの中核を担う施設として、安全で快適な施設
機能の維持及び魅力向上を図る

‣老朽化した陸上競技場の外壁補修を行うとともに、スタンド
座席やトイレ等の設備を改修する

○有料公園施設整備事業費：▲108,400千円（当初予算）

135,994千円（債務負担行為の変更）

令和７年度 12月補正予算

阪神大物駅
小田南公園

大物公園

阪神尼崎駅へ

駅前のオープンスペース整備

子どもの遊び場整備

樹木整理による
緑道整備
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主要な補正予算の内容

市制１１０周年記念プロジェクトの実施
2026年（令和8年）に市制110周年を迎えることから、市民・
事業者とともに本市のこれまでの歩みを振り返り、まちの変化
や成長を、未来のまちづくりに繋げていく

‣市制110周年記念式典の実施、「この10年」振り返り企画及び
歴史パネルの作成

○市制１１０周年記念プロジェクト事業：28,000千円（債務負担行為の追加）

まちづくり推進基金の新設
市政の課題に対応し、まちづくりを推進するための事業に
要する経費の財源を確保する

‣新たな行政手法を検証する事業（モデル事業）や、一定
の期間を定めて実施する事業の財源として、基金を活用
する

○まちづくり推進基金積立金：282,000千円

令和７年度 12月補正予算

市制110周年記念ロゴマーク

まちづくり推進
基金

モデル事業
期間限定事業

…等

積立 活用

決算剰余金
の一部など
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主要な補正予算の内容

案内板や誘導板の整備
－ 施策10-02 地域防災力の向上 －

避難場所を示す案内板および誘導板の設置により、災害時の
迅速な避難行動の促進や、市民の防災意識の向上を図る

‣指定緊急避難場所を示す案内板の新設や、劣化等により
視認性が低下した誘導板の更新等を進める

○防災対策等事業費：20,418千円

令和７年度 12月補正予算

案内板

教育ネットワークシステムの更新
－ 施策03-04 良好な教育環境の確保 －

文部科学省が示す「次世代の校務ＤＸ」実現を踏まえ、
本市の教育ネットワークシステムの更新を図る

‣校務系・学習系ネットワークの二層分離の廃止および
ネットワーク統合に向けた基本計画を策定する

○教育ＩＣＴ環境整備事業費：13,849千円

誘導板
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主要な補正予算の内容

妊婦健診orこども医療

できれば写真

（イラスト、図）

中央図書館のリニューアル
－ 施策01-01 地域コミュニティの醸成・生涯学習の推進 －

第1次尼崎市公共施設保全計画に基づき、安全で快適な施設
機能の維持を図る

‣中央図書館の長寿命化改修に合わせて行う施設リニューアル
について、令和8年度までに基本構想等の検討を進める

○図書館施設整備事業費：21,000千円（債務負担行為の追加）

令和７年度 12月補正予算
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補正予算の内訳 令和７年度 12月補正予算

一般会計（歳入歳出予算の補正）

事 業 補正額
国県
支出金

市 債 その他 一 財

■総務費 353,418

（１）本庁舎等整備事業費
市役所本庁舎設備の機能を維持するための延命化工事として実施している

受変電設備改修工事について、スライド条項に基づき物価等の増額費用につ
いて負担するため、予算を増額する。

51,000 0 51,000 0 0

（２）まちづくり推進基金積立金
市政の課題に対応し、まちづくりを推進するための事業に要する経費の財

源確保を目的として新たに設置する「まちづくり推進基金」について、令和
6年度決算剰余金の一部等の積立を行う。
・基金を活用する事業
モデル（試行）事業、期間限定事業 等

282,000 0 0 0 282,000

（３）防災対策等事業費
市民に対する避難場所の意識づけや災害時の円滑な避難行動につなげるた

め、国の社会資本整備総合交付金を活用し、避難場所の入口や位置等を示す
案内・誘導板の設置を行う。

20,418 10,209 9,100 0 1,109

（単位：千円）
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補正予算の内訳 令和７年度 12月補正予算

事 業 補正額
国県
支出金

市 債 その他 一 財

■衛生費 35,000

（４）産後ケア事業費
本市が委託する医療機関及び助産所等において実施している産後ケア事業

について、対象者緩和や事業周知、市内事業者の新規参入等により申請件数
の増が見込まれるため、予算を増額する。

25,000 18,750 0 0 6,250

（５）斎場・墓園指定管理者管理運営事業費
弥生ケ丘斎場の管理運営について、冬期の火葬需要に対応するため、一日

の火葬対応件数を増やすための人員体制を整備する。
10,000 0 0 0 10,000

■農林水産業費 △41,934

（６）農業公園魅力向上事業費
農業体験や環境学習ができる施設に向けて実施している農業公園再整備工

事について、入札不調により管理棟建設工事等の発注時期を変更することに
伴い、予算を減額する。
債務負担行為：56,003千円

△41,934 0 0 △4,098 △37,836

（単位：千円）
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補正予算の内訳 令和７年度 12月補正予算

事 業 補正額
国県
支出金

市 債 その他 一 財

■土木費 98,179

（７）公園整備事業費
「阪神大物駅周辺地区における公園・緑地再整備基本方針」に基づき、ま

ちなかの公園を中心とする賑わいの創出および地域の活性化に取り組むため、
国の社会資本整備総合交付金を活用し、大物川緑地における樹木整理や緑道
整備、子どもの遊び場の整備を行う。

124,371 56,243 61,400 0 6,728

（８）小田南公園関係事業費
「阪神大物駅周辺地区における公園・緑地再整備基本方針」に基づき、ま

ちなかの公園を中心とする賑わいの創出および地域の活性化に取り組むため、
国の社会資本整備総合交付金を活用し、大物川緑地における駅前のオープン
スペースの整備を行う。

82,208 41,104 36,900 0 4,204

（９）有料公園施設整備事業費
安全で快適な有料公園施設の維持のため実施する記念公園陸上競技場改修

工事について、設計業務委託の入札不調により工事の発注時期を変更するこ
とに伴い、予算を減額する。
債務負担行為：490,136千円

△108,400 0 △97,500 △10,900 0

（単位：千円）
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補正予算の内訳 令和７年度 12月補正予算

事 業 補正額
国県
支出金

市 債 その他 一 財

■教育費 81,784

（10）教育ＩＣＴ環境整備事業費
校務系と学習系ネットワークが二層に分離した状態にある本市の教育ネッ

トワークシステムについて、文部科学省が示す「次世代の校務DX」実現を
踏まえ、二層分離の廃止およびネットワーク統合に向けた基本計画を策定す
る。

13,849 4,133 0 0 9,716

（11）給食物資調達関係事業費
これまで通りの栄養バランスのとれた給食を実施するため、小中学校等の

物価高騰相当分を負担する。
67,935 0 0 10,180 57,755

（単位：千円）
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補正予算の内訳 令和７年度 12月補正予算

一般会計（繰越明許費の補正・追加） （単位：千円）

事 業 繰越額
国県
支出金

市 債 その他 一 財

（１）防災対策等事業 20,418 10,209 9,100 0 1,109

（２）公園整備事業 124,371 56,243 61,400 0 6,728

（３）小田南公園関係事業 82,208 41,104 36,900 0 4,204

（４）消防庁舎等整備事業 3,831 0 3,800 0 31

（５）田能資料館施設整備事業 15,033 0 13,500 0 1,533
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補正予算の内訳 令和７年度 12月補正予算

一般会計（債務負担行為の補正・追加） （単位：千円）

事 業 期 間 限度額
国県
支出金

市 債 その他 一財

（１）職員情報システム事業 令和8年度まで 95,000 0 0 0 95,000

（２）庶務事務システム事業 令和8年度まで 30,000 0 0 0 30,000

（３）市制１１０周年記念プロジェクト事業 令和8年度まで 28,000 0 0 0 28,000

（４）税務総合システム関係事業 令和8年度まで 61,000 0 0 0 61,000

（５）高齢者バス運賃助成事業 令和12年度まで 62,000 0 0 0 62,000

（６）農業公園魅力向上事業 令和8年度まで 56,003 0 0 56,003 0

（７）図書館施設整備事業 令和8年度まで 21,000 0 0 0 21,000

一般会計（債務負担行為の補正・変更）

事 業
補正前 補正後

期 間 限度額 期 間 限度額

（１）有料公園施設整備事業 令和8年度 354,142 令和8年度 490,136

（単位：千円）
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補正予算の内訳 令和７年度 12月補正予算

一般会計（市債の補正・変更）

起債の目的
補正前 補正後

限度額 限度額

（１）防災対策事業費 27,200 36,300

（２）庁舎等整備事業費 381,100 432,100

（３）公園整備事業費 378,500 379,300

（単位：千円）



15

補正予算の内訳 令和７年度 12月補正予算

国民健康保険事業費 特別会計（債務負担行為の補正・追加） （単位：千円）

事 業 期 間 限度額
国県
支出金

市 債 その他 一財

（１）国民健康保険システム関係事業
国が子ども・子育て支援金制度を創設したことにより、

国民健康保険料に新たに子ども・子育て支援金分を賦課
するため、関連するシステムの改修を行う。

令和8年度まで 102,000 0 0 0 102,000

後期高齢者医療事業費 特別会計（歳入歳出予算の補正） （単位：千円）

事 業 補正額
国県
支出金

市 債 その他 一財

（１）後期高齢者医療制度システム関係経費
国が子ども・子育て支援金制度を創設したことにより、後期高齢者医療保

険料に新たに子ども・子育て支援金分を賦課するため、関連するシステムの
改修を行う。

6,871 6,871 0 0 0
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